
一
、
太
平
洋
戦
争
敗
戦
ま
で
の
教
学
体
制

太
平
洋
戦
争
敗
戦
ま
で
の
、
日
本
の
学
校
教
育
の
方
針
の
理
念
的

支
柱
は
、「
教
育
勅
語
」
で
あ
っ
た
。
国
家
に
緊
急
の
こ
と
が
あ
れ

ば
、
国
民
は
身
命
を
国
に
捧
げ
る
べ
き
こ
と
を
説
い
た
こ
の
勅
語
に

よ
っ
て
、
学
校
教
育
は
、
何
よ
り
も
国
家
の
た
め
に
な
さ
れ
る
も
の

と
定
位
さ
れ
た
。
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
、「
教
師
た
ち
は
、
何
を

ど
の
よ
う
に
教
え
る
べ
き
か
を
細
か
く
命
じ
ら
れ
て
い
た
。
指
令
さ

れ
た
内
容
と
形
式
か
ら
少
し
で
も
外
れ
な
い
よ
う
に
、
視
学
官
た
ち

は
教
授
要
目
が
忠
実
に
守
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
監
視
す
る
義
務

を
負
わ
さ
れ
て
い
た
。」（
ア
メ
リ
カ
教
育
使
節
団
第
一
次
報
告
書
）

小
学
校
の
教
科
と
教
科
課
程
は
、
法
規
の
上
で
「
教
授
要
目
」
と

し
て
、
時
間
数
や
内
容
が
明
細
に
き
め
ら
れ
て
い
た
。
教
材
は
「
国

定
教
科
書
」
と
し
て
全
国
一
律
の
も
の
が
渡
さ
れ
て
い
た
。
教
師
に

は
国
定
の
「
教
師
用
書
」
が
あ
り
、
細
か
な
方
法
上
の
指
示
ま
で
な

さ
れ
て
い
た
。
視
学
官
が
視
察
の
折
、
教
科
書
も
使
わ
な
い
授
業
を

や
っ
た
教
師
が
教
壇
を
追
放
さ
れ
も
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
た
だ
一
つ
、
子
ど
も
達
が
自
ら
の

声
を
出
す
こ
と
の
で
き
る
場
が
あ
っ
た
。「
綴
方
」
で
あ
る
。

明
治
三
三
年
の
「
小
学
校
令
」
の
改
正
で
、
そ
れ
ま
で
「
読よ
み

書か
き

・

作
文
・
習
字
」
と
分
類
さ
れ
て
い
た
言
語
教
育
が
、「
国
語
」
と
い

う
教
科
目
に
統
一
さ
れ
、
そ
の
「
国
語
科
」
の
領
域
に
「
読
方
」

「
綴
方
」「
書
方
」
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
形
式
が
昭
和
一
六
年
三
月
ま

で
続
い
た
。
そ
の
「
綴
方
」
だ
け
が
、
国
定
教
科
書
は
な
く
、
統
制

の
比
較
的
ゆ
る
い
分
野
と
し
て
在
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
綴
方
を
大
い
に
振
い
立
た
せ
た
の
が
、
大
正
七
年
に
創
刊
さ

れ
た
鈴
木
三
重
吉
の
『
赤
い
鳥
』
で
あ
る
。『
赤
い
鳥
』
が
日
本
の

児
童
文
学
史
、
教
育
活
動
史
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割
と
成
果
の
な

か
で
、
も
っ
と
も
大
き
か
っ
た
の
は
、「
主
宰
者
の
鈴
木
三
重
吉
自

身
が
あ
た
っ
た
、
児
童
の
綴
方
の
指
導
と
、
協
力
者
の
北
原
白
秋
の

児
童
自
由
詩
お
よ
び
子
ど
も
の
た
め
の
芸
術
童
謡
運
動
の
育
成
で
あ

る
」（
菅
忠
道
『
日
本
の
児
童
文
学
』
大
月
書
店
・
昭
和
四
一
年
刊
）
と

言
わ
れ
て
い
る
。『
赤
い
鳥
』
に
代
表
さ
れ
る
童
心
芸
術
運
動
は
、

「
綴
方
」、
こ
の
よ
い
も
の

―
―

　『
赤
い
鳥
』
か
ら
「
生
活
綴
方
」
へ

　

―
―

鈴
木
　
実
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